
コロナ石 涵フア ンヒーター (強制通気お開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 
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このたびは、コ□ナ6ミをフアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありびとラございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびい 
つでも見られる所に「保証書」となに大巧に保 
管しでください。 


〇特にを意しでいただぎたいこと 

(まをのために必すお巧 0 ください) ——1 〜 4 

本口油の廃棄についで-4 

旦使用する場所 -4 

回き部のち称 一----5 〜 8 

•外観図•構造図-5 

•操作部•表示部-6 

•操作部•表示部のなまえとはたらき^-7〜8 

□ 使用前の準備- ——- - -9 〜 11 

•使用前の筆備————-- 9 

• 使用燃料-9 

•給油——-——-----^-——10 

•点乂前の準備と確認-——-- —^11 

•高地補正-11 


圧し<使って上まに節約 
































■ I 特にま意してし、ただまたいこと鮮のためにおずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を受をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への辰害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は;夕のよラになっています。内容 
をよく理賴しでから本文をお読みください。 _ ^ 

yV 、 一 この表示を無視しで、誤った取りおい 

17^をすると、人び死亡、重傷を負ラ危険 八么記号はミ主意を促す巧客びあることを告げるものです。 

/!\ |な P 巧または乂巧の危険が差し迫っでをじる /|\図の中に具体のなを意の容（だ図の場合は-般的なを 
■ • こ户が怨定される的容を示しでいます。/ ■ 、音、が:ぉかわァいまオ_ 


A 危険 

友 i 告 

A 注意 


ことび想定される巧容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ可能 
性または义がの可能 I 住が想定される巧 
容を示しでいます。 _ 

この表示を無視しで、誤った巧り扱い 
をすると、人が傷書を負ラな能'性や物 
の損害の発ちび想定される内容を示し 
でいます。 




意）が描かれでいます。 

〇記号は禁止の巧為であることを告げるをのです。 
図の中やお傍に員体的な禁止内容（左図の場含はガソ 
リン禁止）び描かれでいます。 

〇記号は行為を指示する内容をちばるちのです。 

図の中に具体的な指示の客（左图の場含は一般的な巧 
為の指示）び描かれでいます。 


么ち険 (DANGER) 


ガソ U ン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶測こ使巧しないでください r 
乂災の原因になります。 


(§) 




スプレー 吿厳禁 


スプレー左や力 t ットこんろ巧ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 がく 

しないでください。 \ ^ 

熱でスブレー生の巧力が'上びり爆発し 、I 
鎌です。 

‘♦特に、ボンベびたットされた力じットコン□などを 
険ですので、温風のあたるところじは置かないでく 
ださい。 


寝るときやが出するときは、必す消 
乂しでください。又、人目の届かな 
いところでは、使巧しないでください 
不完を燃焼や異常燃焼-义災のおそ 
れびあります。 


換気必要 


© 


温風吹出 □ • 空気取入□をふさがない 

♦ 巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入□をふさびないでください 。 A '^1 
巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や乂災の原因になります。 

•ス トーブガードなどの固いに干し 交 
物を掛けた0、巧類-紙などで温 M / m/m 
風吹出□や空気取入□をふさいだ 
場合や、力ーテンなどで背画の温 
風空気取入□びふさがれると、本 
体び過熱しで、操作部などび変形 f^r 

したりやけどや故障-破損するな Nj 
ど大変危険です。 H 


0 


換気せすに使用しつづけないでください。 II ノ^ 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、 

一酸化炭素などび発をしで中毒にな -- 一‘‘"...••シ： 

るおそれびあります。又、乳幼兒や < にで^^ 
呼吸器疾患などのかたは、体調不良^ 

になるおそれびあります。 

使用かは必ず1時間に！〜2回 （1 〜2分）換気しで、 
新鮮な空気を補給しでください。 

換気び十分におこなえない場巧(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使巧しないで<ださい。 


0 


可燃性ガス使用厳禁 

ファンヒーターを使巧しでいる部屋1 
で、可燃性ガスび発ちするちの（ベ 
ンジン、.シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使巧しないでください。 
乂災や故障の原因になります。 


を和レ 


巧燃なガス 







么ミ主意に AUTION) 





カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこ0の多い場所などでは使巧しな 
いでください。 

义災び発生するおそれびあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□やファンヒーターの内部 
には、紙•巧.プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙-溝义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、指•棒•が 
まなどを差しこまないでください。 
けびをするおそれびあります。 


油漏れ確認 

給ミを□は確実にしめ、給ミ由□を下に 
しで、ミを漏れがないことを確かめで 
ください。 

給ミを□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、义災のおそれびあります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコン t ントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使 
用しないでください。义災の原因になります。 
めれた手での巧き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


異常時使用禁止 

におい、ずすの発を、おの色など異 

常を感じたときは使巧しないでくだ ^ < 

異常燃焼のおそれびあります。 ホ^^'’ ' 

• 緊急時は電源プラグをおいで消火しでください< 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグをおくとぎは、コ 
—ドを持つで引き抜かなし、でくださ (A 
乂災や感電の原因になります。 


0 


〇 


0 


給細時消义 

給ミをは、必す消乂しでからおこない， 
こぼれたなミをは、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 


シリコーン配合製品を使用しない 


〇 



0 



フアンヒーターをご使巧のお部屋 

では、枝毛巧コー h 液-化おお-^一〜 

つや出し剤などシリコーン配合の化。^ 
商品を使巧しないでください。 ^若 A 

燃烧部にシリコーン酸化物び巧着 

し、点乂ミスや遗中消乂などの原 シリ真ろ配合巧品 

因となります。 

また、シリコーンか‘原因の修理は保証期間内でち有料と 
なります。 

シリコーン配合の商品には、 

♦ へアクア製馬 

(ヘアートリートメント、ムース、枝毛用コート液） 
♦家具や床のつや出し剤 
などがあります。 


ほこ0の除去 

エアーフィルタは、週1回な上必す 
掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタか*つま 
ると、異常燃焼のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給油は、必ず义の気のないところでおこなって 
<ださい。 

火災のおそれカスあります。 


〇 



0 



可燃物との距離を離ず 


燃えやすいちのや障害物 
とは、必ず图に示す跑離 
をとつで設置しでください。 
特(こカーテンなどがファ 
ンヒー ターに ふれないよ 
ラにしでください。 

义災の発をするおそれび 
あります。 


1 ^ 


15cm な上 


:15cm な上 


IScmULt 


100cm な上 


•壁などに巧つ’けすぎますと、本体内部が過熱しで受を 
装置が作動することびあります。 





么注意に AUTION) 


傾き•振動を意 


が平な場所で使巧しでください。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
いでください。 

異窜燃焼や誤作動の原因になります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （12 ページ参照） 


0 



保管時にしていただ<こと 

長期間使巧しないとぎ又は保管するとぎは、必 
ずな'油を抜いでください。 

傾けた0、横倒しの状態では保管しないでくだ 
さい。 

火災のおそれびあります。 


〇 


氏0 


〇長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

^ 旨围細しないときは、電源プラヴを脇て 
I くださぃ。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


>燃焼に必要な空気の濃度が薄くなる高地(標高500 m 
〜1500 m) では、高地調整が必要です。 

(1 1ページ参照） 


溫風に直接あた5ない 


温風に直接長時間あたら 
ないでください。 

お温やけどや脱水症がに 
なるおそれびあります 。 t 


0 




電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及び金属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良じなり、 
义災の原因(こなります。 


次の場所では使用しない 

乂災や予想しない事故の原因になります。 


〇 


0 


お寺様、おを毒り、病気のちなどびお使い(こなる揚 
さは、罔固の人び十分を意しでください。 

巧類などを乾燥した場合、素がによつでは色あせす 
ることびあります。 




高温部接触禁止 

燃焼中や;'肖义直後は、温風吹出□巧 
おび高温となりますので、寺などふ 
れないでください。 

やけどのおそれがあります。 


>ルさいお子様のいるご家庭では、特にミ主意しでくだ 
さい。 



か平でない場巧、不ま定な揚戸斤 
I風のあたる場所、部屋の出入□及び屋外 _ 

Iマントル ピースな どフアン ヒーターび 囲われる場所 
>ほこりや湿気の多い場所 
>不ま定な物をのせた棚などの下 _ 

I可燃性ガスの発をする場所又はたまる場所 
>直射曰光の当たる場所、温度の高い場巧_ 

>動.植物の育成’裁培など人のいない場巧 
>標高が1500 m を超えるよラな高地 
>理•美容室、クリーニング店などスプレーや化彎薬品 
を使ラ揚巧 


口油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰 
光をさけた揚巧に保管しでください。 

ガソリンなどと一絡に保管しなレでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や火災のおそれびあ 
ります。 


〇 


曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検-手入れは必ずおこなつ 
でください。 

点検.ま入れは消义後フアンヒータ 
一び十分をえでから、必す電源プラ 
グをコンたントから巧いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （17 〜18ページ参照） 


分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


〇 





3 



A ミ主意0 

運搬ずるとき か 

フアンヒ-夕-を運搬する場創ま、給ミをタンク 
を巧き、油憂け皿内のな;'由を抜いでください。 

運搬の途中でななびこぼれで周固をちすおそれ 
びあります。 

CAUTION ) 

廃棄ずるとき A 

フアンヒ-夕-を廃棄処分するときは、必ず給，^ 
油タンク-固定タンク内の灯ミ由を給油ポンプな 
どであき取っでください。 （18 ページ参照） 

なミをび入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質!腳禁止 の 

変質なミを(持ち越した灯ミ由)、不純なミを(水’ごみなどか’混入した灯;'由など)を使巧しないでください。 

異常燃焼やお障のおそれびあります。 

^ --- ク 


お願い (NOTICE) 

灯油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にごホ目談ください。 


国使用する場所 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に霞くと、を気びファンヒーターで暖められ、 1 

温風としでな流しますので効果的です。 1 

/ 

1 

/ 



温風の循環を巧げないで f 

•温風吹お□の前面に障害物を置かないでください。 1 

•障害物があると、部屋の温度にむらびでさるばかりでなく、本体の温度び上昇 ¥ 

しで危険です。 

•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 / 

V _ 

% 

/ 




•熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使巧ずると、変色したり、そり返ることか’ありまず。 

熱に強いマットなどを敷いで<ださい。 

♦移動するときは引きずらないでください。床面、置、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装びはが 
れてさびの原因になるおそれびあります。 


D 











国各部の名称 

外観図•構造図 




タンク室フタ 


ミ虫量計(側面）-- 

励 

過熱防止装置- 

回 

( FH - E 468 BY - FH - E 578 BY は、 

※巧の位置) 

ウルトラサイン- 

互 

燃焼確認お--- 

T2 

温風吹出 □ -一—— 

互 

前パネル-- 


置台 



電源コード 


を）イラストは FH - E 348 BY で説日月しであります。 




燃焼空気取入 □ 

( エアーフイルタ ) 

回 

















¢9表示：巧震自動消乂装置の作動 

※再度、点火操作をしで<ださい。 

その化の f 表示についでは、 19 ぺージを参照しでください。 


設定温度室巧温度 


エラー 表示 


" of F " 点巧 

消し忘れ消火装置による自動消义 
タイマー運輯(こよる1時間白動消乂 


設定温度室内温度 


自動消乂表示 


" oF /5"点滅 

消し忘れ消义装置による自動消火15分前〜 

タイマー運乾じよる1時間自動消乂1日分前〜 

"IS "の箇所は、1分経過するごとに"が • I 巧"…と減算し 
でいきます。 


設定温度室巧温度 


宜動消义ず告表示 


電源プラブをコンたントに差しこんだとき觸在時刻が 
末 t ツト)や停電後の再通電のとぎの表示 


設定温度室の温度 


再通電表示 


"タイマー含せ"点灯 
を図は午前6時30分にたツトの例 
5砂が上放置すると m に戻ります 


設定温度室内温度 

午前 5 •ぶ•夕 S - 


タイマー合せ 
(時刻)表示 


"時計合せ"点な 

左図は午前8時30分に t ツトの例 
5秒な上放置すると m に戻ります 


設定温度室の温度 

午前 を前 胃 


時計 D せ表ル 


午を 


♦停止中（タイマーじツトか) 
"時計させ"消灯 
左図は午後10時35分の例 


設定温度室内温度 


現を時刻表示 


デジタル表巧部 


温度表示 


設定温度室内温度 

が旧 


参運乾か（タイマー運嚴中） 

左側：設定温度表示 (12 で〜30で) 
ち側：室内温度表示 （ 0で〜35で） 


^ d 8 WW 


を）イラストは説明のためき部点灯-表示した状態にしであります。 


操作部.表示部 



B 坦囚 





































操作部 • 表示部のなまえとはたらを 


[ 1 詳しい説明のあるページです。 


ル部屋キー 


I 141 a 0 因 a & 


ル部屋モードの還択-鮮陈をするとさに巧し 
ます。 

(操が音選択：ピッ，解除：ピピッ） 

ル部屋モード還択時ランプか’点なします。 


給'油ま巧 


ホ画] 


ミを切れにより、自動消乂する20〜40分位前と 
自動消乂したとさじ点滅します。 

ミ由のれによる自動消乂時は運転ランプび早い 
点滅となります。 


妙速点义キー [13 

秒速点义のじット-解除をするときに巧しま 
す。 

(操作音たット：ピッ，辭除：ピピッ） 

砂速点义じット時ランプび点なします。 


換気表矛 X 

1時間運転するごとに1分間点滅しで、換気時 
期をお知らせします。 

換気表示にたよらす1時間に1〜2回 
必す換気しでください。 

'' -团- 

日な0泣口及！3田》日811日&田田ホ 巳 


ク S 因曰 S 曰 B 曰回 B 曰 QSB 囚0回 


■■•--5^ 巧-巧公^ 

〇 A を\ 

タイ 7—1 i 妙速点义 J 


すヤイル阳ツク 
"(3 回巧し) 



タイ 7 —運輯キー 


[15 -161 


タイ7—運輯のじツトをするときに巧します。 
また、タイマー運輯か、タイマー運乾を解除 
するときに巧します。媽作音：ピツ） 
タイマー t ット状態とタイマー運転時にラン 
プび点なします。 


チャイルド□ックキー „ 

チャイルド□ック表示 ^ 

チャイルド□ックの它ット.解除をするとき 
に3回押します。（操作音：ピッ） 

チャイルド□ックびたット状態のときに" ■€ 
び表示されます。 


I 

田^^^ 

Q ス 


巧 E 田因 a み 


設定温度 1 室内温度 


3 撫 8 離 


巧口 / 田 ^^ 了巧斯 1 巧 *^^! 




、部 51 日 1 W [ +：! 

化た^ 0 B 日 B が々 ミ蟲度/時刻 I 



Q 曰巧凹 QSBSQ 因5扫田 B 囚 B 泛因巧 SB 巧因’ 


— 四 

1 み 々這 


高化巧替スイッチ ^ 

高地巧替表巧 

標高び 500 m が上の場所で使巧する場合じじッ 
K します。 

高地 コース にた ツ トされでいるときじ圖1が 
表示されます。 


時刻をせキー 画 

現在時刻とタイマー時刻をさわせるとぎじ 
巧します。 

時：時合わせ（操作音：ピピッ） 

分：分合わせ（操作音：ピツ） 


温度キー [ 

設定温度を変えるときに巧します。 

- :温度を下げる（操た音：ピピツ） 
+ :温度を上げる（操作音：ピツ） 
















運送時の傷を防止ずるために操作部-表示部の表面に保護シートを目ぶっていまずので、取り除いてください。 
(コーで—部分にセロ八ンテープを貼り付け、いつしよにはがずとより簡単に取り除けます。） 













使用前の準備 


使用刖の準備 - - - - - 塵 - — — 

包装おからフアンヒーターを出す _ 

•包装箱からファンヒーターを取り化し、緩衝なを取り除いでください。 上緩衝が笠)一 ^^^ —上緩衝がち) 


>包装箱、緩衝材はファンヒーターの保管に必要です。また、取扱説明書ち忘れす 
に保管しでください。 

>次のことは、工場での燃焼テストによるちので、異常ではありません。 

• 固定タンクにか量のなミを力《残つている。 

• オイルフイルタびめれでいる。 

♦温風吹出□から見える燃焼筒（おを囲んでいる筒）び変色しでいる。 


-蠢^ —上纖ぉ樹 

-タンク巧え 



使用燃料 ……一 


燃料は必ずな浦 ( JIS 1 号な油)を使巧して < ださい。 

参 I 么危険1ガソリンなどの揮発性の高い油は絶规こ使巧しないでください。乂巧の原因になります。 
• I A 注意 1 変質な油、不純なミをは絶巧に使巧しないでください。 

参添加剖や助燃剤などは使巧しないでください。 

•0 油は必ず乂気.雨水•ごみ.高温および直射曰がをさけた場所に保管しでください。 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所でおこなつでください。） 



涵 


•灯油はめれたまま ガソリンはすぐ乾く 


♦巧'泣は必ず义気、雨化、 
ごみ、高温および直射曰 
光をさけた場所に保管し 
て /がさい 

参直射曰光びな油を変質さ 
せるため、着色したなミを 
巧のポリタンクをお使し、 
ください。 


良い保管 


悪い保管 




変質な油•不純な油とは…… . 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
なミを 


長期間曰巧に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管したな巧 


容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器でな管し 


水-ごみや■な 
ミをながのなび 
ほんのねすか 
でち混入した 


0 & た。;。〇。巧〇 


鑛變續集"?變 


が•ごみ•がリン- 
/〇?て里な•沒扼油- 
h ぐでんぶら油… 


参極度に変質したちのは、黄色味びかつたり、すつぱい臭いびし 
ます 

参なミ由はシーズン中に使いきりましよう。 


変賣巧油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上にな油を入れで、背 
後に白い紙をあでます。 


良質な油 


変質な油 




水と同じ 
無色透明 


かしでち色び 
ついでいるな油 


ただし無色透おでをすっぱい臭いびすれば変質 
な猫でず。 


■変質'灯油や不純巧ミをを使巧すると、 

機器の故障の原因になります。 

♦気化筒にタールがたまり、白煙び江!で点火しにくく 
なったり、強い養いびして、消义しにくくなります6 
• 異常燃烧や途中消乂など故障の原因になります。 


■変質な巧や不純なミ由を使用したとさは… 

•給ミを.固定タンク巧の灯ミ由を抜き、きれいななミをで2〜3回洗 
っでから使規しでください。應し V 溢び残っでいると再発します。） 
• 悪い油をおさとってち効乗のないとぎは、お買いホめの販売店 
又は、おお<のコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


fPTO •変質巧巧、不純の;巧び原因で修理を依頼されたとさは、保証期間かでち保部の巧象がとな0ます。 
• 変質な;巧の処理でお困りの場含は、巧油をお買い巧めの販売ちにご相談ください。 


B 















參固定タンク内の灯油か’かなくなると 

•給巧表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……渥い点滅 
•ブザー音ピピピッ 
でおがらせしますので早めに給油しで 
ください。 


、給;'由しないで使巧し続けると、ミお切れとなり、自動消乂します。 

•運輯ランプ . 旱い点滅 

•給ミ由表示 . . . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……卓い点滅 
•フザー音ピピピッ 
でお知らせします。 


•巧;巧がな < なつで消义 
した場をは、必す給油 
しでから点义操作をお 
こなつでください。 
給油をしないと再選転 
できません。 



3•給油□をしめる 

參 I 么ミま意 I 給';あ。は、確実に r パチン J と音びずるまで図の位置を強く巧し 
で確実に□ツクし、先端を指で持ち上げで開力、ないことを確かめでください。 
給油□を下にしで、巧漏れがないことを確かめでから、ファンヒーターに 
正しく静かに入れでください。固定タンクや給油タンクに強い衝撃をあた 
そると、姓漏れや故障の原因になります。 

♦ I 么を意 I 給油□び確実にしまつでいないと•灯油びこぼれで、义災の原因に 
なります。 お'油□(邸面） X / X / 

•給ミめ□のお部などに、ごみなど JL 

がはさまっている場含は取り隙 n ^ 1= ^广 
ぃでくださぃ。 麵 

nix 


こぼれた0油はよくふき取ってくだ 
さい。 

給油タンクび正しくたットされでい 
ないと、不着义や途中消火の原因 
になります。 


么注意1 給;巧は必す消义しでからおこない、フアンヒーターの巧くでは插巧に給ミ曲しないでください。 

>冷えたところで給ミ由し、給油量力*みない（半分 uno 場合は、給ミを□を開いたまま、しばらく室温になじませでからたット 
しでください。 


①確実に□ツク今②□ックのお詔 


I 「パチン_!と音がす 
るまで強く押しで 
ください。 

強 < 巧す 


持ち上げる 


/総由□をしめたあと、 
1/先端尉お持ち上げ、 
お]開かないことを確 
良かめでください。 


参 L 么き意]給油は必ず消义しでから火の気のないところでおこなってくださし、。 


1•給油タンクを取0出し、給油□を開く 

⑤あ(了る 、、-- ——#»、 •• 一.亡 W 


才ーブンつまみ 


①強く弓I く 


2•給油する 




運乾ランプ 
給;巧タンク 
タンク室フタ I 


参オープンつまみを強く引いで、給ミを□を開い 
でください。 

•燃焼中は絶巧に給油タンクを取りおさないでくだ 
さい。 

•給迪タンクは、ぶつけたり客としたりしないよラ、 
でいねいに取り扱つでください。 


•市販の給油ポンプなどを使用しで、ミを量計を 
見なびら給油しでください。 

•油量計の3分2 くらいまで色が変わったら、 
給ミ由をやめでください。 

•なミをか’;'由量計のところまで乂っでくると、黒色 
に蜜ねつできます。 が由 □ 

•給;'由□に力を加えで変おさせま ^ 

すと、油漏れの原因になります力を加える 
ので、変おさせないでください。 

•給油ポンプのホースび抜けない 
ようを意しでください。 


お巧表示 


ウルトラ 

サイン 


給油 
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点乂前の準備と確認 


が平な場所に設置 

水平で安定のよい巧の上に設置しでください。 

♦化平に設置されでいれば、巧震自動消义装置は自動のにじットされます。 

♦傾斜した揚巧や、振動の激しい揚巧で使巧すると、燃焼不良の原因になります。又、巧震 
自動消义装置び正しくが動しません。 

迎漏れの確認 

置台.給ミ由タンクに、ミを漏れ.ミ由たまりや油のにじみがないか確認しでください。 

♦ミ由漏れのときは、使巧を中止し、給油タンクを巧り出しでからお買いずめの販売店にごホ目 
談ください。 




電源の接続 

電源プラブをコンじントに巧の根元まで確実に差レこんでください。 

電源プラグ•コードの発熱•発乂を防ぐために… 

• 電源は、必す適正配線された単す目1 00 V のコンたントを使巧しでください。 

•電源コードは、途中で接続した0延長コードの使巧.他の電気器具とのタコ足配線をしな 
いで < ださい。 

•電源プラグの巧き差しは、必すプラグを持つでおこなつでください。 

•ほこりなどの付着がないか、とぎどさ点検.掃除をしでください。 


コン忆ント / - V 

100Vp=：^ _ ク 

咳 

/し U 


高地補正 ___________ 

標高び' 500 m を超える場所では、酸素不足により黄乂燃焼(ホ义）になる場合が'ありますので高地補正 
をして < ださい。 

• を鼠標高 1,50 Om を超える高地では使巧しないでください。一酸化炭素か養の原因になりまず。 


標高曰00〜1，000 m 



〈標高び 500 m な上の主な都巿〉 

長野県一松本市、岡谷巿、飯田巿、諷訪巧、ル諸市、 
伊那巿、佐么市、大虹巿、茅骚市、塩尻巿、駒ブ根巿 
山梨県^富±吉巧市 
岐阜県一高山巿 
栃木県一曰光市など 


標高1，000〜1.日00 m 



温度/時刻 


延長時間たレクトキ—の下にある高地の替スイツチをつまよラじな 
どの細い棒状のもので1回巧します。表示部に「弓日日 J ^21と表 
示されると設定完3です。（「弓 Gcn の表示は、3秒間で消えます。) 


高地胡替表ホ胃 MS ® 胃う 






チサイルドロジク 
、 （3 回巧し) 


@ umm 時广し占)分承就換, 

温度/時刻 ___— 



:: '••；； -^っ .... 、、 

5人ミ鞭} 

-..パ’ 


〈標高び1 ,000 m が上の主なの巧> 

長野県一木营町、" I 上巧、原村、南牧村 
群馬県一草津町など 


延長時間 t レクトキーの下にある高地の誓スイツチをつまよラじな 
どの細い棒状のちので2回巧します。表示部に UO 00 J ^と表 
示されると設定完了です。（しの GGJ の表示は、3妙間で消えます。） 


もとに戻ず場合搞地補正の解除または己 00 mm 下での使用) 


もとに戻す場台膚地補正の辭除または 500 m な下での使巧)は、高地切替スイツチを2◎、または1酣审しでくださし、。 
表示部に「化と表示され、@3表示び消えると、高地お正の辭除は完了です。（「0」の表示は、3秒間で消えます。） 











国使用方法 

点乂 

運輯 キー をがず 〈予熱中:点滅> く運振中:点な〉 



参運転ランプが点滅します。 

•ウルトラサインが点灯します。 

参デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度」び表示されます。 

♦予熱力、>完3するとき動点乂し、運輯ランプび点灯に変わり運處を開始します。 

•着义時、放電音と同時に着义音を発しますが、異常ではありません。 

•点义操作から放電（着义）まで、室温によりをか変化しますび、約2分30秒のす熱時間がかかります。 

(巧温時（已でな下）は、ず熱時間び通常より約1お程度長くなります。） 

• 点火日寺や消义時には、白煙や臭いびでますが異常ではありません。 

(暮いときの点义時には、燃焼ガス中の水蒸気び白く見えるため、通常より多めの白煙び出ます。） 


炎の犬態の確認 


参着乂しましたら、燃焼確認窓から燃焼が態を確認しでください。 

•出荷時に燃焼状態を調節しであります。巧一、燃焼状態び不適正の揚ちは、お買い求めの販 
売店にご相談ください。 



〇圧常燃焼 

青い《の中じかし黄をいお力、‘混じ 
っでいる。 

バーナが/赤熱することびあります、 
が異常ではありません。 I 


X リフト燃焼 

炎が飛んだり淳いたりし、音や臭 
いが'出で、立消えすることがある。 


X 黄义燃焼 

黄色い炎び連続しでを固に出でい 
る。 





■ネリめでのご使巧*シーズン初めのネリ使巧時には . 

• 給油タンクをじットしでから、4〜5分位待って点义操作をしでください。 

•防蟲ミおや塗料などび焼けるため、煙や臭いがでます。しばらくの間、換気をしなびらご使巧くださし、。 

•送ミ由経路の空気だまりなどにより、1回で着义しないことがあります。点义操がを2〜3回くりかえしでください。 

•着义時、送ミ由経路への空気の混入により、煙や臭いび発生し、一時のにおが大きくなることびありますので、温風吹化□に顔 
を巧つ’けたり物を置いたりしないでください。 

• 予熱時間び通蒂よりかし長くなることびあります。 

V____ / 
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消乂 


運穂キーを巧す 




輸 



ウルトラサイン 
(\ 11 

(消の 


♦消乂し、違輯ランプ及びウルトラサインび消なします。 

•消火操作後、約3砂をに燃焼を停止します。 

•消义を、本体の部び冷却するまで送風フアンび◎ります。送風が化まるまで電源プラグ 
をあかないでください。 

♦消火操た後は、火が消えでいることを磋かめでください。 

•消义時、電磁ボンブの脚御音(ヒューンとし巧ような音)びします。(ニオイカットメカの動作音です） 


■ニスイカツトメカとは… 

電子制御電磁ポンプで、臭いの原因となっでいたノズル先端に残ったな溢を吸引し、 
消义時の臭いの元となるな巧を残しません。 _ 


•緊急時ながに、ファンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源プラグをあいて 
の消义はしないでください。 

♦消义直後に再点义すると、着义音がをか大きくなります。 

♦むやみにお义、消义をくりかえずと、臭いの原因になります。 

• ち卸巧の送風ファンび回らずに消义した場含（電源プラグを巧いての消义、 
停電、過熱防止装置のが動）は、本体上部や温風空気取乂□か’熱<なり、 
やけどのおそれびあ0ます。 



消し忘れ消义装置 


万一の消し忘れを防止するため、点义操作を3時間で白動消义し、ブザーと off 表示の点巧でお知らせします。 
巧义巧作消义15巧前1岭 I 消义10分前 I 吟 I 消义3分前|^| S ® 消义 

激 *4 表示 SBfipf ' /5~| < 点滅 > 1 1 » I |" D ^' !〇-] 偏滅〉 卜 {点减>«^"»| | of f I <点1の 

，入姗 I 


ウルトラ 

サイン 


U 遅い点滅 >■ 


ブザ— ((<•))) だ-•ピ-•ピ -) 


み•り）だ-‘ビ-.ピ- } 


. <早い点滅 〉 j 


{((•))) だ-と-の 


{«•») だ-.ビ-.ピ -) 


運聞を延長ずるとを（延長時間セレクト） 


延長時間たレクトキーを巧す 


乂 _」し+ ) 分養示切劍 


■ I 


•連続で運転したいとさは、自動消乂する前に延長時間じレクトキーを 
押しでください。 

. 巧したときから、さらに設定した時間だけ運転を継続します。 

♦延長時間じレクトキーを1◎巧すごとに、運転残り時間びなのように 
選べます。 


温度/時刻 




画;ぶ V ;;ぉ,•巧;议ぶがで巧た等 V :ぶみ'.がおお'み《おお•巧け。な紛巧誠^•編もちう巧;巧みミ冷が^ 


延長時間たレクトキーを押しでいる間、デジタル表示部には延長時間か’表 
示されますか’、まを放すと有動のに温度表をにのり力づ^ります。 


• レへ警告」長時間連続しで運おずると苦は、お部屋の換気に十分気をつけで < ださい C 


室温の調節 


温度 キーを 巧す 


の馆 

温度/時刻 




f # 


垂温度キーを押しで覆望の温度に合わせてください。 

巧すごとに1ですつ変わり、巧し続けると連続しで変わります。 
♦デジタル表示部の設定温度を見なか’らじットしでください。 

•一度じットすると、電源プラグをあいたり、停電などびないかぎり、設 
定温度は記憶されます。 


初期設定温度は22でです。 

ルームサーモじンサーにより、設定温度に応じで自動のに义力調節をおこない 

キオ 

ルームサーモじンサーはファンヒーター周巧の温度を感がしでいますで、お 
部屋の温度計とは数値び一致しないことか’あります。 

ファンヒーターに直射曰光やすきま風があたつでいたり、他の巧熱器具の影響 
を受けでいる揚さには、ルームサーモたンサーび正確に作動しません。 



















ル部屋モード 


最大义力をおさえ、たーブ運較をする機能です。 

ル部屋キーを巧す 



•点义操作後、ル部屋キーを巧しでください。 

ル部屋ランプが点なします。 

•ル部屋モードを解除したいときは、ル部屋キーを 
巧しでください。ル部屋ランプび消なします。 


ル部屋モードの最大义力での適室 
FH - E 348 BY …… 木造 6置- コンクリート 8置 
FH - E 468 BY …… 木造 7置- 〕ンクリート 10薑 
FH - E 578 BY …… 木造 9置* 〕ンクリート 12置 



砂速 点乂 

点义時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ秒速点义をたットしでおくと、選輯キーを押しですぐに点乂できます。 


秒速点义キーを巧す 



秒速点义ランプか*点 I 灯しでいるときは、運お停止か 
でち本体上部や温圃空気取入口び熱くなり、やけど 
のおそれびあります。 


参砂速点乂ランプび点の' します。 

•秒速点乂ランプを点なしておきますと、点乂操作後 
約5秒で点乂しまず。 

•秒速点乂を縣除するときは、ちラー度砂速点义キー 
をがしで、秒速点乂ランプを消なしでください。 

•あらかじめ秒速点乂ランプを2分30秒が上点なして 
おかないと、秒迭点义しません。 

• 秘速点义は18時間たつと自動のに解除、されます。 

•運輯キーを巧し、運輯を始めますと自動的に妙速点 
义は瞬除されます。 

•砂速点火ランプ:^/点灯しでいるとさは、連転停让中 
のみ約1 00 W の消費電力か力、かりまず。 

• タイ7—運輯にすると砂速点义は自動のに解除され、 
秒速点乂キー慰申しでち秒速点火ランプは庶なしません。 
•消义直をじ再点义した場を、再点义に己妙が上かか 
ることび友0ます。 

♦ ほ温時は点义時間わぐ延びることか’あります。 


チ^イルド ロック __ 

お子様のいたずら操作を巧止します。 

お寺様などによるいたずら操たの防止や、誤って運质キーを巧しでち点义しないよラにしたいとさに使巧します。 


チャイルドロックキーを3回巧す 


チャイルド□ック表示 



<3秒政の〉 


♦チャイルド□ックキーを3秒な内(こ3回巧しでく 
ださい。運輯中または停止かでちチャイルド□ッ 
勺できをす 

♦表示部に「― OJ と表示されるとじット完3です。 

参チャイルド□ックの觸除は、泻度チャイルド □ 
ックキーを3砂な巧に3回巧しでください。 

* 運極中にチャイルド□ックを t ットずると、它ット 
中は運振停止（消义）操作な外は受け巧けません。ぷ 
•停止中にチャイルド□ックをたットすると、它ット 
中はすべでの操巧を受け巧けません。* 

※：但し秒速点义の解除とチャイ J レド□ックの辭餘操作 
は受け巧けます。 

• 3時間自動消义時及びタイマー運屬による自動消义 
時にチャイルド □ ックを觸陈する場合、運鼠キーを 
1回押しで 「 OFFJ 表示を解除しでからおこなつで 
ください。 「0 FFJ 表示を辭除しないと、チャイルド 
□ックの辭隐はでさません。 
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現在時刻の合わせかた 


1•時計させま巧にする 



[例]午前8時30分に時刻をじット 



参表示切換キーを巧しで、デジタル表示部を時計含せ表 
示にしでください。 


•未じツトの場合、初期表をは午後12:00となります。 


参時刻させキー（時） • （分）を巧しで、デジタル表示部 
の時刻を合わせでください。 

参キーを巧しつブけると、表示は連続しで変わります。 

• 時刻を含ねせるときは、午前、午後をまちびえないよラ注 
意しでください。 

• 5砂間操作がないとき、デジタル表示は自動的に元の表示 
にをどります。 


夕っ運晒 . 

•タイマーは点义専用です。 

じツト した時刻になると運輯を開始し、設定温度になるよラ义力調節をします。 

♦点义後1時間運輯すると、自動的に消义します。 

安をにご使巧いただくため、点乂後1時間で自動消义し、ブザーと of , ご表示の点なでおがらせします。 
(タイマーランプは点な） 


タイマー運転のしかた 


1•タイマー含せ表示にする 



2•タイ7—運輯キーを巧す 

パ'"、-.、〜.'.、 

/ 一*こ \ • 

; V 呵が ) _ 



•表示むリ換キーを巧しで、デジタル表示部をタイマー含 
せ表示にしでください。 

♦現在時刻の含わせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に含わせでください。 

• タイマー時刻は、1度たットすれば電源ブラヴびおかれる 
まで記憶されます。 

•未忆ットの場合、ネリ期表示は午前日:00となります。 

• 曰砂間操作がないとき、デジタル表示は自動的に元の表示 
にちどります。 


タイマー運輯キーをがすと運転び停止し、設定の時刻に 
なると運乾を開始します。 

♦運輯中、または運捉キーを巧した後、タイマー運輯キー 
を巧しでください。 

•タイマーランプび点なし、デジタル表示部は時刻表示 
じ切りかわります。 

♦タイマー運輯を解除したいときは、運輯キーを押しで 
ください。タイマーランプか’消なします。 

♦合わせた時刻になると、自動的(こ運輯を開始します。 
















タイマー運輯について 


タイ7—で運転を開始した場含は、点义後1時間で自動消义します 


タイ7—運括中 


僅扇^ 

、入/ 

4ぶ斗 


運乾ランプ 
(消'な> 

ウルトラサイン 

〈消な〉 

タイマーランプ 

く点;の 


蠻 


知ろ） 


白動点义 

. 運おランプ 
> く点口） 


ウルトラサイン 

<点:の 

タイマーランプ 
〈点巧） 


されます。 （8 ぺージ参照） 


続けて運輯したいとぎは… 

1.タイマー運輯キーを巧し、タイマー運乾を辭除する 



、タイト）ぶ點父) 


旧 

_温度/時刻_ 


2.延長時間たレクトキーを巧す （13 ページ参照） 

..ぃ•一 ■、‘ 

時 fzr^ 分 P がを ) 

__ 温度/時刻 


>レへ警告I長時間連続して運輯するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください C 


w* ゴ • タイマー運おは、特に周囲に巧燃物びないことを確認してください。 

•タイマーじット時刻を確認するときは、表示が換キーを巧しで、デジタル表示部をタイマー時刻表示にし 
でください。 _ 

♦未むットの場合や電源プラグをコンたントから抜いたとき、停電後再通電したときは、タイマー運輯はし 
ません。 

再度、現在時刻合わせ•タイマー時刻含わせをおこなってください。 


ウ J レトラ サインの消な 

ウルトラサインを消なさせたいときに使用します。 


JP 层お閒わレ々 h 丰一と/ J \ 部屋キーを同腺に巧す 



•停止中に延長時間じレクトキーとル部屋キーを同時に5秒間がしでください。 

参2回（ピピッ）の操作音とウ J しトラサイン（緑）び2回点滅しで、ウルトラサインの消なモードがたットされます。 

垂ウルトラサインの消なモードを解除し、点の'モードにするときは、停止中にをラー度延長時間たレクトキーとル部屋 
キーを同時に5砂間押しでください。 

•1 回（ピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び1回点滅しで、ウルトラサインの消灯モードが辭陈され点なモード 
に切)りかねります。 

• ウルトラサインの消なモードでは、自動消义と給油予告をブザー音でお知らせします。 

•消义後の本体を却中、它ーブ消义中、タイマー運嚴中、狱速点义のたットか、チヤイルド□ックのたット中は、ウルトラサインの 
消巧モードの它ット-解除はでぎません。 

♦電源プラグをコンたントから抜いたとき、厚電後再通電したときは、ウルトラサインの消なモードは辭晚されます。 








固日常の点巧•手入れ 

点お•寺入れは、消义後フアンヒーターび十分おえでから、必ず電源プラグをコンたントから巧いで 
おこなつてください。 

燃焼部の分辭、電気部品の分解や市販品との巧換は絶巧にしないでください。 

!♦フアンヒーターおよびその周のは、いつをきれいに掃除しでおいでください。 

!•故障•破債したをのは使巧しないでください。 

使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


参 に么ま意 1 フアンヒーターの商巧には燃えやすいちのを置かないでくださし、。 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


参ミをびちれでいたり、油のたまり、にじみびないか点検しでください。 

参油漏れのあるときは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


週に一回 m 上 




ーフィルタの掃除 


レ^ミ主意 I エアーフイルタび、ごみやほこりで目づまりすると燃焼不 
良の原因になります。 

参エアーフイルタをはすしで、掃陈機又は、ブラシできれいに掃除し 
でください。 

sap •か洗いをしたときは、よく乾燥させでから取り付けでく 
ださい。 

♦エアーフイルタをはすしたままで使巧しないでください。 
(はすしたままでご使巧されますと、ごみ-ほこりなど 
か’送風経路に侵入し、異常燃焼の原因になります。） 



温風空気取入口の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどび付着すると風量び減かし、本体内部の温度 
び上昇しで過熱防止装置び作動することがあります。 

参掃除機又は、ブラシできれいに掃除しでください。 


M 減 ♦ルームサーモじンサーをむやみに巧げたり、ひっぱったりしないで 
ください。 ,_, 

♦温風空気取入口の掃除をしでち [££] 表示び繰返し表示されるとき 
は、羽根や巧部にごみやほこりか’ぎく巧着しでいるときえられます。 
お買い求めの販売店又は、修理資格き[(財)曰本石;巧燃焼機器保守協 
をでおこなラ按術管理講習舍修了者 ( s ' 庙機器按術管理±)など]のい 
る店などに点検依頼されることをおずすめします。 



^別哪 H ■【か)罰浦 


温風吹出□に付着したほこりなどび焼けたり、白く変色することがあ 
ります。 

♦本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわら 
かい巧でふき取つでください。しつこいちれは中性洗剤を使巧し、 
十分からぶきしでください。 

♦温風吹出□はホー□一化上げですので強い力を如えない 
でください。変おしたり、ホー□—びはがれたりして掃 
餘の際にけがをずるおそれびあります。 
























巧 震 白動消火装置の点検 


>燃烧ホに本体をゆすり、巧震自動消火装置び作動しで消火するか確認しでください。 
作動するとデジタル表示部に國を表示しまず。 

•巧霞自動消义装置は絕巧に分解しないでください。 


シ~^ズンに1回じし b 


オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


オイルフィルタや固定タンクに水やごみびた 
まると、給油タンクにな溢か‘入つでぃでち…’ 


点义しない-に巧•にど I 

ぶびリフトし、臭いびする 
点义しでち途中消义する ^——— Eg 
給油表示か’点滅し、運輯しない 


1.オイルフィルタを取り出す 

^ I I 参固定タンクからオイ 

\ \ ▼ ルフィルタを取り出 

<m してください。 


オイルフイルタ 


' —固定タンク 

♦オイルフィルタを取り出すとき、かやごみを固定夕 
ンクに落とさないよラを意して < ださい。 


2•まれいなな巧で説ラ 


オイルフイルタ 


ゴム寺袋 

•まれいな 
なな 


►オイルフィルタの中のかや 
ごみを取つでからきれいな 
な逆でなつでください。 

>ごみが取れにくい場含は、 
歯ブラシなどを使ラと便利 
です。 


♦フイルタ部を破損させないよラを意しでください。 

♦フィルタ部にかかで f 着した揚をは、十分に乾燥させでください。 


3•ごみやがを巧< 

^ 挺ミ由ポンプ 


ポリバクツ 


•固定タンク 


参固定タンク巧にたまっでいるごみ 
や水を市販の給迪ポンプなどでお 
いてください。 

•固定タンクの底じたまったごみやか- 
な油をふさ取った場合は、 ティッシュ 
などを固定タンクの中に残さないでく 
ださい。残した場台、故障や異常燃焼 
の原因になることびあります。 


4•オイルフイルタをじツトする 

♦オイルフイルタをちとどおりにじツト 
しでください。 


こぼれた灯ミ由はよくふさ取つでください。 


•水洗いは抱巧にしないでください。かで洗ラと巧巧び通過しなくなります。 

♦オイルフィルタ及び固定タンクの掃除をおこなつでち、点义しない-炎びリフトし臭いびする*違中で 
消义する場含は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


因定期点巧 


長期間ご使箱になりますと、器具の点検が必要です。 

♦2 を(こ1回程度、シーズン終3後などにお買いホめの販売店又は、修理資格者〔(目か曰本石ミを燃焼機器保巧協ミ 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講磐含修3者 （6 油機器技術营理±)など）のいるちなどに点検の頼 
されることをおすすめします。 


愛情点検 


長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ 



こんな症状は 

♦ミをちれびする。 

•強いにおいびする。 

ありませんわ^ 

参還輯中に異萬な音びする。 


参その他の異常や故障か‘ある。 


ご使用中止____ 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご違絡ください。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
ホ目談ください。 










ra 巧障 • 異常の見分け方と処置方法 

安を装置び作動しで自動消火し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。 

運輯キーを巧し（表示は消えます）、処置をしでください。処置後ち f 表示するとさは、お買いずめの販売店じご相談 
ください。 

(修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 





(作動時）（厚電時） 


(復婦時） 



_原因[ま全装置]_ 

強い地震や振動、衝撃を受けたとぎ 
本体を傾けたとき 


[巧震自動消义装置の作動] 


•途中失火したとさ 
•点义=スをしたとを 
•異常燃烧をしたとぎ 
•不良な油を使巧したとさ 
•送油経路に水または、ごみびたまってい 
るとを 

• エアーフイルタの目づまりによる燃焼巧 
空気不足のとぎ 

• シリコーン配含の商品を使用したとき 

シリコーン配含の商品には、へアートリー 
トメントやムースなど枝毛巧ヘアケア類 
の化粧品や、家具や床のつや化し剤など 
びあります。 


〔不完を燃焼防止装置の作動] 
[点义まを装置の作動] 
[燃焼制御装置の作動] 


停電したとぎ 
電源プラグびおけたとき 


[停電まを装置の作動] 


• 温風空気取入□か’ほこりでつまつでし、る 
とぎ 

• 温風吹辻!□びふさびれでいるとぎ 
• 温風吹出□の前面に障害物などか’あるとぎ 

[過熱防止装置の作動] 


•后一の消し忘れを防止するため、点义擦 
作後3時間で自動消义します。 


[消し忘れ消义装置の作動] 


電気系統の故障です。 


_ 処置方法_ 

水平でを定した場所で使巧しでください。 
地震によって作動した揚含は、周囲の巧 
燃物、本体の損傷、灯油のあふれなど異 
萬びなレことを確認したを、点义操作を 
しでください。 

(巧動をは自動的にじットされます。） 

曰常の点検-寺入れ （17’ 18ページ参照） 
をしでから点义操作をしでください。 

良質のな';由を使巧しでください。 

送油経路の水抜き、オイルフィルタの掃 
陈をしでください。 

エアーフイルタを掃除しでから点义操作 
をしで < ださい。 

シリコーン配台の商品を使巧すると、点 
义しない、途中消义する原因になります。 
お買い求めの販売店にご相談ください。 


通電を、点义操たをしでくださし、。 

電源ブラヴを摇認しでください。 

過熱肪止装置び作動した場含は器具が;ち 
却しでから、点义操作をしでください。 


本化がちえでから、温風を気取入□や温 
風吹出□の点検-清掃、周囲の確認をし 
た後、点义操作をしでください。 

(17 ページ参照） 

処置後ち繰返し表示するときは、使用を 
か止し、お買いホめの販売店にご相談く 
ださい。___ 

点义操作をしでください。 

(12 ページ参照） 


お買いをめの販売店にご相談ください。 
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溫風吹化□び巧れる。 


イま巧中にとぎどさ「コト•二 


卜 J 音がする。 


イ吏用中にときどぎ「ポコ-ポコ J 冨か勺■る。 


炎びオレンジ色に輝く。 


初]めで使苗するとき、煙や臭しぶ、でる。 

初めで使巧するときや、シーズン初めの初使 
南時に1◎で着义しない。 

点义時や消义時に白煙や臭い;びおる。 

:燃烧開始時や消义後に「ピチ-ビチ J 音がする。 


耐熱塗料やほこりか’焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくださ 
い。 

固定タンクに巧ミ由びみたされるまで4〜5分位待つで点火操作をしでくださ 
し、。 

送な経路の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。2〜 
3回点乂操イ乍をくりかえしでください。 

点乂時や消义時の多かの白煙や臭いは異常ではありません。 

器具本体び熱により膨張、収縮するためです。 

下記のよラな場台炎びオレンジ色に輝くことびありますび異常ではありませ 

• 海岸におい巧など空気中に拖分び多い場ち 
• 空気中にほこりや水分び多い揚含 

_ •超音波力日湿器を使巧しでいる場合 _ _ 

給ミ由タンクから固定タンクのちにな猫び流化するときの音で異常ではありま 
せん。 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 


「曰常の点検•字入れ J (17 ぺージ）じしたびレ掃除をしでください。 


次のよラな現まは巧障ではありません。 

♦修理を依頼される前にちラー廈お確かめください。 


チヤイ J レド□ツクびたツトされでいる 


チャイルド□ツクを解除する 


消しちれ;—肖义装置び作動した 


再点义操作をする 


室温異常上昇防止装置び巧動した 


窓をあけ、部屋の換気をする 


温風空気取入□びほ 
こりでつまつでいる 


ミ显風空気取 A □を掃除する 


障害物を取り除< 


エアーフイルタが目ブまりしでいる 

r 温風の出□び忌、さび 


過熱防止装置び作動した 


れでいる 


エアーフイルタを掃除する 


送ミを経路接続部がゆるんでいる 


販売店に修理をの頼ずる 


オイルフィルタび取り巧けられでなし、 


固定タンクに正しく装着する 


給油タンクの装着び悪し、 


固定タンクに正しく装着する 


巧油経路に水または、ごみびたまつでいる 


送油経路の水巧ぎ、オイルフィルタの掃除 
をする 


不良な泌を使吊しでいる 


良質のな‘;由を巧巧する 


給ミ由□たぐしっかりしまつでいなし、 


給な□をしっかりしめる 


給巧タンクにの油かなし、 


綜由する 


巧農自動消义装置び作動した 


再点火操巧をする。を定した場 P 斤で懂巧する 


厚電中である 


超電されるまで巧つ 


電源プラグびコンたントに差しこまれでいなし、 


コン它ントに確実に差しこむ 


ES 


巧 



参員をの悪いときは、巧の表ち参著にしで点検-処置をしでください。 

参処置ち；去により処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


点义時•消义時 燃焼隐 


白煙び化でずぐとまる 


点义しない 


使巧中消义する 


使巧か室巧が臭ラ 


油漏れがする 


なびリフトする 


巧义で燃える 










































画部品交換のしかた 

部品交換のときの注意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の巧換、調整力 《 必要な場含には、お買い求めの販売店又は、修理資お吾 
〔(財)曰本石;巧燃焼機器保守協舍でおこなラ技術管理講習舍修了者 (5 ミ由機器按術管理±)など〕のいる販売店じご裙談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 

消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品） 


■特に消巧‘冀化しやずい部品■長期間の使巧により ■密質な巧.不純な油の使おにより > 

(高温义炎中で使巧される部品） 消耗.劣化しやすい部品 劣化しやすい部品 

•点义プラグ • バーナヘッド •オイルフィルタ •お検知器(フレーム〇ッド） 

•炎検知器(フレーム□ッド） •バーナヘッドリンブ •ポンプフィルタ •気化筒 •電磁ポンプ 


画巧管(長期剛關しなぃ場さ） 

おしまいになるときは、電源プラグをコン t ントから抜き、次の要領でお手入れしてから保管しでください。 

1•な油をあき取る ポンプ~~ 

参給油タンクと固定タンク巧の灯ミあを抜き取ってください。 A 

( 18 ぺージ参照） ノ 


•か、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あ 
きの原因になりまず。 

•な油を巧かないと、保管時にこぼれたり、にじみ出 
たりしで危険です。 


2•掃踪をずる 

参オイルフイルタの掃除をする。 （18 ページ参照） 

参エアーフイルタ-温風空気取入□の掃除をしでください。 

(17 ぺージ参照） 

掃除機などでごみやほこりをおり除いでください。 

•温風の出□‘本体の掃除をしでください。 （17 ページ参照） 
しめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください C 


3•保管する 

垂包装箱に入れで、湿気のない場所に水平に保管しでください。 
取扳説明書ち大切(こお管しで < ださい。 

♦逆さにしたり、傾けた0、横倒しの状態では絶巧に 
保管しなレで < ださ〇。 

抜けきれなかったな油びをれで义災のおそれがあり 
まず。 


固定タンク ポリ/だ TV 


















国仕様 


型 丑；の__ 

種_ 

点 火_: 

使 用 j 

燃料消費量 
暖房出力 


哑 び 

塾 

ち な 
燃 料 

‘ |~最大 

' 最ル 

取 X 

最ル 


音（正面） 



FH - E 348 BY 


0.334 L/h _ 

0.064 L/h __ 

3.44 kW _ 

0.66 kW 

34 ciB (最大燃焼時） 

_ 20 ci 8 (最小燃焼時） 

2 1.5 時間（最大燃焼時） 

木 造15が（ 9置)まで 
コンクリート20 mf り2置)まで 


高さ 426 mm 幅 442 mm 奧巧 334 mm 
(置台を含む） 


11 .2 kg 


電源畢圧及び固波数 



点义時最大 
燃烧時 


650/650 W 
21/ 21 W 


巧麗白動消义装置 
停電安全装置 


FH - E 468 BY ! FH - E 578 BY 


気化な-強制通気お-強制が流お 


高圧放電点火 


な;'を （ J に1号な油） 

0.449 L/h ] _0.553 L/h 

0.085 L/h 0.09 1 L/h 

4.62 kW 5.69 kW 

0.88 kW 0.94 kW 

37 ciB (最大燃烧時） 39 clB (最大燃焼時） 

_ 22 dB (最ル燃焼時）.^ [ 23 dB (最ル燃焼時） 

7.2 L 

1 6 時間（最大燃焼時） r 1 3 時間（最大燃焼時） 

木 廣20がり2置)まで 木 造 25が (15 畳)ま 

_コンクリ-卜％が(17置)まで [ コンクリート 33がり0置)き 

高さ42目 mm 幅目 04 mm 奥巧 334 mm 

__ (置台を含む） _ 

12.0 kq 


100 V 50/60 HZ 

点火時最大 650/650 W |" 点火時最大 650/650 W 

燃焼時 24/ 24 W 燃焼時 26/ 26 W 

_ 0.8 W 

菅おヒユーブ … A _ 

置過熱防止装置点火安を装置燃焼制御装置 
置不完を燃焼の止装置消し忘れミ肖义装置 


0.553 L/h 
0.091 L/h 
5.69 kW 
0.94 kW 

39 clB (最大燃焼時） 

23 dB (最ル燃焼時） 

13時間（最大燃焼時） 

木 造 2已が (15 畳)まで 
コンクリート 33がに0置)まで 


アフター サー ビス 
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保証について 


♦このコ□ナ石'庙フアンヒーターには保証書がついでいます。 

「お買いあげ曰.販売店各 j などの記入をおおかめのうえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください< 
♦保詔期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

参巧のよラな原因による故障および重故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 

• 変質な油や不純0ミをなど、またな猫が外の燃料使巧じよる故障や事故。 

• 誤った使巧ちまによるが障や事故。 

• シリコーンび原因の修理。シリコーン配合の商品を使巧したとき。 


修理を依頼されるとを 


♦本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま」（19‘20ページ）の頂にしたびつで調べでを良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい巧容は巧の通りです。 

こ sS の呼び } 保 t 正書をごらん<ださい。 

♦お買いあげ曰 

•故障が巧（でさるだけ具体のにご連絡ください。） 

♦ご住所-ご氏名‘お電話番号 
•修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間かであれば保証書の規定にしたびつで無将修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問いさねせく 
ださい。__ 


■保証期間が週ぎているとさは 

争お買いホめの販売店にこ:相談ください。修理によって使巧できる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石;'宙ファンヒーターの補修巧性能部品（機能を維持するために必雲な部品）の保有期間は製造巧ち研りを6巧です。 

彦理に出されるとさは 

参输送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンク内にな油び残ったままですと、傾きや振動での■ミ由ぴこぼれることびありまずので、 
必ず抜さ取っで < ださい。 
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FAX く 03)3927—1160 
FAX か 3)3927-1130 
FAX (03)3927-1160 
FAX り 42)528-2382 
FAXro 47)312-8338 
FAX (045)8 已 2 —己已 40 
FAX り 55)268-1569 
FAX か 4 が 651 —6370 
FAX (048)651-6370 
FAX り 27)361-9 139 
FAX か2が 632-5205 
FAX (0276)38-5508 
FAX (029)241-4268 
FAX わ29ミ836—1913 


FAX (0256)35-8519 
FAX 0256)32-2137 
FAX (025)286-3313 
FAX (026)221-0039 
FAX ミ 0263 に 5—9961 

a 076 に 60-0775 
076)260-0738 
076)444-0611 
0776)23-0580 

FAX (052)884—65 日 1 
FAX (052 884-6554 
FAX (054 238-0006 
FAX れ 54 た 38-0622 
FAX (058)268-7550 
FAX (059 234-8472 
FAX わ 5 日お 68-6212 

FAX (06)6386-7262 
FAX り 6)6386-5588 
FAX か 87) 日 35—0160 
FAX (075)643 —0870 
FAXm 78)922-2438 
AX か 749 に 6—2116 
FAX (0773)23-7592 

FAX (082)871-3306 
FAX (082)871-0272 
FAX か 86 た 43—7191 
FAX の 859)23-0709 
FAX (0834)22"5589 


デ 1 M -0003 
T 114-0003 
テ 114-0003 
=r 190-0011 
T 270-2222 
〒245-0063 
〒409-3866 
干3310812 
千 331-0812 
〒370-0007 
で 321-0933 
で 373-0825 
X 310-0852 
干 305-0861 


新 爲安巧 
二を サービス じン ター 
巧爲東営業所 
長野営業所 
化本営業所 


千9日 5-0864 TEL く 0256 )32— 2126(代表) 
干 955-0 日64 T 巨 L わ 256)32 -2129柄表ミ 
〒ぉ00855 TEL (025)286-91 31 am ) 
干381 -0022 TEL わ26た 21— 511パげ表^ 
干 399-0033 TEL か 263)26— 00日1如表) 

〒が 0-0027 TEL (076)260-0567( 巧表) 

〒の 0-0027 TEU 07 が 260— 0038(巧表) 
于 93 〇-〇 985 TEL (0 7 の 444 -0 日 67 如表 
〒引 8-8237 TEL (0776)23-0567( ft ^5 

〒456 0004 TEU 052)746— 6600(げ表) 
T 456-0004 TEL (052 わが -6目03(げ表） 
デ 422-8034 TEL ^54)23 目-000日がを^ 

テ 422-8034 TEL (054)238-001 6^ 巧表^ 

=r 500-8358 TEL く 〇 58 に 6 8-7 5 日 5 ミげ表) 
〒51 4-081 9 TEU 059)234-8471 (巧表^ 
て 41 0-0303 TEL の 5 日) 968 - 621 〇如^^表) 

〒己 64-0044 TEL (06)6380-2 in (け表) 

テ已64-0044 TEL か 6)6386 -己670(化表ミ 
〒 760-0078 TEL の 87)835 —1711(化表ミ 
〒612-8414 TEL (075)643— 2002如^表5 
で65 1-2 133 TELTO ? が 922—2431( 巧を5 
〒522-0024 TEL (0749)24-6239( 巧表) 
〒の0 0061 TEL (0773)22-0827( ft ^) 

で73 1-01 38 T 巨 L く 082)871 -331 0(巧表) 
〒731-013目 TEL (082)871 -331 5(巧表) 
干700 -0976 TEU 086)243-77 日パげ表 $ 
T 683-0035 T 巨 L り 859)33 — 81が憾 S 
T 745 0882 TEL か834522-5567(巧表) 

〒81 2-000? TEL (092)474— 5771(巧表) 
千8 12-0007 TEL (092)474— 600バ巧表ミ 
干 803-0828 TEL (093)592-8611 ^げ表) 
テ890 0034 TEL (099)281-1321 (化表) 
T 862-0913 TEL (096)367-7361 如表ミ 
干85 1-2106 TEL か955882 —77 1 0如表ミ 
干 880-0032 TEL (0985)29-1 680くけ表) 

-870-0108 TEU 097)523 -日1目1如衷ミ 


広島巧を佐南区祇園 3-27-20 
広島巧费佐南区巧園 3-27-20 
岡山巿辰己3日-103 
米子市目夕美の 235-1 
商南巧徳山导ーノ巧を5631 -4 


吹旧巿商を巧 1-8-4? 

の旧巿南ま旧卜 8-47 
高松币ミ里町1ぶ-己 
京都巿が見区れ西おノリ I 原の 70-1 
神戸巿西区ほ吉 5- 132 
彦根巿左巧寺の南出 78 
福巧山巿荒;巧東の68 


ま おる 店 
をミ只サービスたン ター 
爸山営業所 
福な営業所 

各古屋支店 
爸ち屋 サービス じン ター 
ろ争岡営葉巧 
靜岡 サービスじ ン ター 
岐章営業所 
澤尝業 巧 
沼津営業巧 


をお巧駅西新の1 -1-25 
ま巧巧駅西新の 1-1-25 
富山巿田巧町 2-3- 15 
福井巧和坦東 1-607 

ちち屋巧辣旧区お亞町1 6- 11 
咨ち屋市熱田区が田の1 S - 11 
静岡市駿巧区昌松 2-1 目-30 
静巧巿酷河区高松 2-1 日-30 
岐章巧六お南 2-7-8 
津巧高茶厦 3-29-38 
巧津巧西巧路 888-1 


青 巧 支店巧森市ち館 1 T 有 12-38 
胃森サービス t ンター青森市ち館1了目に-38 
が巧営業所秋田お泉中巧 4 T 目 4-1 8 
が:坦サービスたンターが旧甫[祖千刈 109-1 
パロ 営業巧 A 戸市売巿4 了目 4-7 
八戸サービスじンター八戸市売市4 了目 4-7 
化前営業所化前巧亞圃卜 2-1 
化前サービス t ンター姐前巿西園 1-2-1 
盛岡営業所盛岡巧門 2-1-42 
盛岡サービスたンター感岡巧門 2-1-42 
水お営業所與州巿水巧区水おエ第屈化 4 T 目79 

f 山 お玄店仙台巧宮城野区曰ノ出の* 1-7-32 

f 山台サービスじンター仙台巿宮城野区曰ノ化町 1-7-31 


郡 

山 

尝 

業 

巧 

郡山市亀旧 1-51-9 

山 

形 

営 

業 

巧 

山形币東胃巧 3-6-28 

巧 

巧 

営 

業 

巧 

酒西市錦の 1-183-1 


-030-0946 TE し (0 1 7)742-825 己(巧表 ） FAX の1 7)742-8275 
デ 030 -0946 T 巨 L の 17)743-2971( 巧表 》 FAX の 17)743-1 118 
〒〇10 0917 TEL の1日)8目 4-567 U 巧表） FAX (018)864-8468 
〒〇1 0-0802 下 E し (018)864-521 9(巧表） FAX (018)864-5760 
〒〇 31-0073 TEL の178に4-日289(巧表） FAX の17の 45—4290 
干03 1-0073 TEL の17の47-目609(巧表） FAX の17の71-1344 
T 036-8086 TEL の 172)28-3910( 巧表 ） FAX の172に 8-01 91 
T 036-8086 TEL の1 72)26— 4770(巧表 ） FAX の172に 9-1 133 
〒〇20 0823 TEL の 19)622-479 1 ( 巧表 ） FAX の1 9)622-5244 
テ 020-0823 TEL の 19)604—0281 (巧表 ） FAX の1 9)604-0283 
〒〇 23-0002 TELCO 1 97)22-4 1 FAX の197に 2-4452 

〒983-003日下£し(022に35—3181(巧表 ） FAX の 22)236-88 10 
〒 983-0035 TE し (022)783— 1791(げ表 ） FAX の 22)783- ] 792 
干 963-8033 TEL (024)938-2240( 巧表） FAX (024)938-3021 
テ 990-2423 TEL (023)6 の 一 325日(巧表 ） FAX の 23)642— 3254 
て 998-0103 TEU 0234)31—0 日71(巧表） FAX (0234)31-0581 


〒〇 03-0028 
〒〇030873 
干 04 1-0824 
〒 078-8261 
テ 080-0048 
〒〇8日-0038 
〒〇 90-0064 


TEL (011)864-0440 くげ表) 
了£し(011)879—2にバげ表ミ 
TEL 01 38 M 8-6070 ミげ表) 
TEL 01 66537-2330 如詔 
TEL (0 1已 5)3 已 一 7日1 8 (Rm 
TEL か1日 4)24-4 19 バ巧表) 
TEUOl 57)26-2 lOSa - e ^) 


FAX (011)863-3154 
FAX (；011)871-2000 
FAX か 138)48—6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX の 155)3 日一7510 
FAXCOl 54)24-0451 
FAX (0157)26-2107 


沖縄地区 


巧縛営業巧宜野是市ぎ地ミ自738 

シ—サイド.パ—ク102 


T 901-2227 TEL (098)897 - 5677(げ聚）尸 AX の 98)8 目 7—5679 


01107002 


本巧-工場兰条巧東新保 7-7 デ95日-8510 TE しの 256)32-21 11(大巧表） 

す白崎工場才白崎巧宝の 2-58 テ 945-0817 TE しの 257)23 —日175(巧表） 

長岡工場長岡巧下を町詹ノ滿1069テ 940-1 146 TEL (02 日 8)22— 2121 ( 巧表） 


北海道地区 

東化地区 

関東地区 

信越 • 

北陸地区 

東海地区 

近畿- 
四国地区 

中国地区 
九州地区 


お客様ご相談窓 ロー覧表 

修理サービスや製品じついでのご相談は機種ちをご確認の上、 

お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご腾普品などでお困りの場合は、下記のお巧くの窓 □ にご相談く 

名称、所在地、電話透号は、変更ずる場合か‘ありますのでご3霞ください。 

化お道-青親具-巧旧県.岩手県のお客樣は最寄のサービス 
センターへ直接おかけください。 


♦アフターサービスのお問い合わせは 下 言己へどラぞ 

S ? ナサ—ビスセンタ—携帯電話 . PHS 等か5は 
巧な01 20-91 9-302 最富のサービスセンター 

f 悠理苗が室巧々イヤ J し） ^な*とがん、, ■! ■ノ 、 


だブ（修理受け専巧ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


へ直接おかけ < ださい。 


54623752 

71652686 

74623761 

56816705 

-------- 

44219253 
77986822 
44ろ238巧5 
22396587 
99999999 
00000000 

入X久 XXXXX 
AA な AAAA 
FFFFFFFF 


表表表表表表表表表表表表表表 
巧巧巧巧げ巧げ巧げげけげ巧げ 
11210872165125 
53573062300772 
11123057281513 
11158411145625 
M - M - - - M ニニ 
71792281112819 
21211565563343 
99953826636リ28 
KKK 27558878799 
33344454422222 
00000000000000 
しししししししししししししし 
E 巳 EEEEE 巳巨 EEE 巳 E 
TTTTTT1TTTTTT1 


南のス 
江島大 
别浏区豆賀 
なな乗大爸 
巧巧巧巿巧 
をを爲巧本 
I二 f 二新長松 


店-巧巧巧 
夕 

_こ、)業業業 
玄 t 

C 営営営 

島和山寺山 

島 

広広岡ホ徳 


店-巧巧前所所 
夕 

ミ、ン業業業業業 

ミが 薑 
5^営営営営 
阪I U 
サ松都戸根^ 

大大高を神彦福 


詔 ci 原 

222 を 
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